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一

　
昭
和
九
年
六
月
の
本
誌
（
ド
ル
メ
ン
）
三
〇
頁
に
「
又
四
五
十
年
前
三
好

太
郎
氏
話
に
、
夏
の
早
朝
、
大
阪
の
城
※
え
、
屡
ば
相
場
師
が
來
て
、
水
に

臨
ん
で
喫
烟
し
乍
ら
蓮
の
花
の
開
く
を
ま
ち
、
其
音
を
聽
て
立
去
た
と
、
其

を
聽
て
何
に
す
る
か
を
聞
な
ん
だ
、
子
細
の
あ
る
事
か
、
識
者
の
高
教
を
ま

つ
」
と
書
置
た
が
、
一
向
高
教
は
出
な
ん
だ
。
處
ろ
が
今
（
十
一
）
月
十
五

日
弘
前
市
の
廣
田
博
君
よ
り
次
の
通
知
を
受
た
。

　
愚
生
の
母
方
の
祖
母
か
ら
、
幼
時
よ
り
聽
ま
し
た
事
、
其
祖
母
は
萬
延
元

　
年
の
出
生
、
七
十
歳
で
昭
和
四
五
年
頃
死
亡
、
出
生
地
は
南
津
輕
郡
黒
石
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町
（
津
輕
家
の
御
分
家
の
居
城
地
）
で
す
。

　
一
、
蓮
の
開
花
の
音
を
聽
ば
、
蓮
の
臺
に
上
る
事
が
出
來
る
。
即
ち
、
死

　
　
後
地
嶽
へ
墮
ち
ず
、
成
佛
が
で
き
る
と
言
傳
へ
ら
れ
、
又

　
一
、
そ
れ
を
聞
ば
必
ず
、
其
人
一
代
の
開
運
は
必
定
で
あ
る
と
申
し
居
ま

　
　
し
た
。
仍
て
愚
生
達
も
少
年
時
代
迄
は
、
此
地
津
輕
公
の
、
現
に
公
園

　
　
と
成
居
る
鷹
場
園
の
壕
や
、
市
内
革
秀
寺
池
の
蓮
花
の
開
く
を
見
、
且

　
　
つ
聞
き
に
、
早
朝
夜
も
碌
に
明
ぬ
内
か
ら
出
掛
て
往
た
者
で
、
目
下
は

　
　
ど
う
か
よ
く
知
ま
せ
ぬ
が
、
愚
生
の
幼
時
迄
は
、
其
を
視
聽
す
る
人
達

　
　
で
、
濠
も
池
も
一
抔
だ
つ
た
事
は
、
絶
對
間
違
ひ
の
な
い
事
實
で
有
ま

　
　
し
た
。
で
有
ま
す
か
ら
、
愚
見
を
述
ま
す
と
、
相
場
師
な
ど
に
は
、
持

　
　
て
こ
い
の
お
呪
で
、
縁
起
を
か
つ
ぐ
の
で
無
か
と
推
察
し
ま
す
が
、
死
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だ
老
祖
母
か
ら
聽
た
事
は
、
必
ず
記
臆
違
ひ
な
く
、
確
信
し
て
居
ま
す
。

　
　
下
略
。

　
　
（
次
便
に
上
原
敬
二
著
、
風
景
雜
記
七
四
頁
に
も
記
載
あ
り
と
あ
れ
ど

　
　
も
其
詳
を
得
ず
）
。

　
是
は
予
に
在
て
は
未
聞
を
聞
た
者
で
、
深
く
廣
田
君
の
厚
意
を
謝
し
奉
る
。

付
て
は
聊
か
最
寄
り
の
事
共
を
書
付
て
同
君
等
の
參
考
に
供
え
ん
に

　
先
づ
王
文
公
は
、
蓮
華
得
日
光
乃
開
敷
と
い
ひ
、
李
白
は
日
照
新
妝
水
底

明
、
葉
夢
得
は
曉
日
初
開
露
未
晞
、
申
時
行
は
、
木
榭
臨
文
漪
、
晨
曦
出
暘

谷
、
宛
彼
※
花
、
嫣
然
媚
初
旭
と
も
妝
凝
朝
日
麗
と
も
詠
じ
、
葉
受
の
君
子

「
蓮
」
傳
に
は
、
君
子
不
時
見
、
毎
盛
夏
、
東
日
方
興
、
振
衣
起
立
と
作
つ

た
。
か
く
蓮
花
と
旭
日
を
組
合
せ
た
句
が
多
い
か
ら
、
其
咲
く
時
の
音
を
聽
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た
紀
事
を
搜
し
た
が
、
支
那
書
に
一
寸
見
當
ら
ぬ
（
埤
雅
一
七
。
廣
群
芳
譜

二
九
と
三
〇
。
古
今
圖
書
集
成
、
草
木
典
九
六
）
。

　
ド
・
　ヹ
ー
ル
の
言
に
、
白
蓮
花
は
旭
日
と
倶
に
開
き
、
日
沒
と
同
じ
く
閉

づ
と
。
古
埃
及
の
旭
神
ネ
フ
ェ
ル
・
テ
ム
は
、
毎
朝
蓮
花
よ
り
出
た
と
い
ひ
、

印
度
の
日
神
ス
リ
ア
は
紅
蓮
に
坐
し
て
、
神
母
は
テ
キ
各
々
蓮
花
を
持
て
蓮

に
坐
す
る
な
ど
、
み
な
此
譯
に
よ
る
と
見
る
。
（Frind.

‘Flow
ers and Flo

w
er Lore' 1884, vol. 

ⅰ, p. 350; B
udge,

‘The G
od of the Egyptians' 190

4, vol. 

ⅰ, pp 520, 521; W
ilkins,

‘H
indu M

ythology

’, 3rd im
pression,

 1913, p. 33

）
か
く
日
出
時
に
、
蓮
花
咲
く
と
知
た
民
は
、
同
時
に
そ
れ
が

音
を
發
す
る
を
事
を
も
知
り
居
た
筈
だ
。
古
今
圖
書
集
成
、
草
木
典
九
八
に
、

武
城
縣
志
、
蓮
花
池
在
洪
苑
中
、
人
傳
爲
積
水
窪
也
、
昔
忽
生
蓮
花
、
後
暮
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夜
遇
雨
、
人
過
之
聞
其
香
、
又
聞
有
※
々
之
聲
、
故
名
と
あ
る
。

　
正
字
通
に
も
康
※
字
典
に
も
、
※
は
密
茂
貌
、
元
稹
連
昌
宮
辭
風
動
落
花

紅
※
々
と
み
ゆ
れ
ど
、
爰
の
※
は
蔌
の
誤
字
か
。
是
は
風
聲
勁
疾
之
貌
、
鮑

昭
蕪
城
賦
、
蔌
々
風
威
と
出
づ
。
こ
の
蓮
花
池
は
本も
と
ド
ブ
溜
だ
つ
た
が
、

雨
夜
忽
ち
蓮
花
が
生
じ
香
を
放
ち
、
又
、
其
葉
や
莖
を
風
が
吹
く
聲
を
聞
た

と
云
の
で
、
決
し
て
花
が
開
く
音
を
指
た
で
な
く
、
集
成
同
卷
に
、
青
州
府

志
、
蓮
花
池
在
玉
交
里
中
、
莽
蕩
無
際
、
青
萍
環
覆
、
紅
碧
交
加
、
蓮
蕊
爭

勝
、
爛
漫
如
霞
、
然
乍
有
乍
沒
、
兆
沂
之
盛
衰
、
或
疑
其
有
靈
氣
云
と
云
る

と
等
し
く
云
は
ゞ
蓮
の
幽
靈
だ
。

　
　
　
　
　
　
二
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去
る
昭
和
三
年
十
二
月
卅
一
日
夜
、
予
、
日
高
郡
妹
尾
に
在
て
、
大
雨
中

に
十
八
町
ば
か
り
山
中
を
歩
む
内
、
深
谷
に
臨
ん
だ
道
側
の
雜
木
が
、
忽
ち

悉
く
滿
開
せ
る
梅
林
と
化
け
、
一
天
微
雲
だ
に
な
く
月
さ
え
渡
つ
た
。
暫
ら

く
歩
を
駐
め
て
觀
れ
ば
依
然
と
し
て
大
雨
中
に
あ
り
。
歩
み
出
す
と
復
た
月

夜
の
梅
林
が
現
じ
た
。
宿
に
著
て
直
樣
其
事
を
詳
記
し
た
の
を
平
沼
大
三
郎

氏
に
送
り
、
今
に
保
存
し
貰
ひ
あ
る
。
人
間
の
記
臆
は
ど
れ
程
正
し
く
續
く

者
か
を
他
日
檢
査
す
る
爲
め
に
だ
。
深
山
に
住
で
精
神
異
變
を
起
し
、
こ
ん

な
目
に
幾
度
も
逢
た
自
分
は
、
武
城
縣
志
や
青
州
府
志
の
記
事
を
虚
談
と
は

決
し
て
思
は
ぬ
。

　
然
し
古
今
圖
書
集
成
同
卷
に
花
史
、
宋
元
嘉
六
年
、
賈
道
子
行
荊
上
、
見
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芙
蓉
方
發
、
取
遷
家
、
聞
花
有
聲
、
尋
得
舍
利
、
白
如
眞
珠
、
焔
照
梁
棟
、

と
あ
る
は
、
咲
く
時
で
無
て
、
咲
た
後
に
聲
を
出
し
た
の
で
、
そ
れ
が
舍
利

感
得
の
予
告
と
は
甚
だ
怪
し
く
、
更
に
怪
し
き
は
、
杜
陽
雜
編
よ
り
引
た
一

話
で
、
云
く
、
元
載
造
蕓
輝
堂
於
私
弟
、
蕓
輝
之
前
有
池
、
悉
以
文
石
砌
、

其
岸
中
有
碧
芙
蓉
、
香
潔
、
菡
萏
（
蓮
花
の
事
）
偉
於
常
者
、
載
因
暇
日
、

憑
欄
以
觀
、
忽
聞
歌
聲
、
響
若
十
四
五
子
唱
焉
、
其
曲
則
玉
樹
後
庭
花
也
、

載
驚
異
、
莫
知
所
在
、
及
審
聽
之
、
乃
芙
蓉
中
也
、
俯
而
視
之
、
聞
喘
息
之

音
、
載
惡
之
既
甚
、
遂
剖
其
花
、
一
無
所
見
、
即
祕
之
、
不
令
人
説
、
及
載

受
戮
、
而
逸
奴
爲
平
盧
軍
卒
故
得
其
實
と
。

　
其
次
に
は
蓮
花
か
ら
美
女
が
出
て
、
毎
度
士
人
と
交
會
し
た
話
を
此
夢
瑣

言
よ
り
引
お
る
。
是
に
は
唱
歌
の
事
は
な
い
が
、
其
女
と
相
狎
れ
、
別
莊
を
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幽
會
の
所
と
爲
た
と
あ
れ
ば
、
定
め
て
死
に
ま
す
〳
〵
な
ん
て
う
な
つ
た
だ

ら
う
。
由
て
蓮
花
が
此
怪
音
を
出
し
た
と
假
定
し
て
爰
に
列
し
お
く
。

　
正
字
通
申
集
上
、
蓮
の
字
の
條
に
、
白
居
易
忠
州
木
蓮
詩
序
云
、
予
遊
臨

※
白
鶴
山
寺
、
佛
殿
前
有
兩
株
、
高
數
丈
、
葉
堅
厚
如
桂
、
中
夏
發
花
如
芙

※
、
香
亦
酷
似
、
花
拆
時
有
聲
。
花
開
く
時
、
聲
あ
る
由
を
明
記
し
た
例
は

是
ば
か
り
だ
。

　
本
邦
の
モ
ク
レ
ン
ゲ
も
、
花
さ
く
時
音
を
出
す
か
知
ら
ぬ
。
老
女
其
頃
年

も
二
八
か
二
九
か
ら
ぬ
娘
だ
つ
た
が
、
其
父
毎
旦
早
く
起
て
、
蓮
花
の
開
く

音
を
聞
き
に
出
で
、
こ
れ
を
聞
く
と
氣
が
さ
つ
ぱ
り
す
る
と
悦
ん
だ
。
自
分

も
二
度
隨
ひ
往
た
が
、
蓮
が
多
い
か
ら
曉
方
に
開
く
音
が
パ
ッ
パ
ッ
と
連
發

し
、
城
壁
に
響
い
て
著
し
く
聞
え
た
と
言
た
。
早
起
し
て
靜
か
な
隍
邊
え
通
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ふ
と
、
自
然
養
生
法
に
も
か
な
ひ
、
心
神
爽
快
を
覺
え
た
の
だ
。
そ
こ
え
御

定
り
の
蓮
は
諸
佛
の
座
で
、
極
樂
の
花
と
幼
時
よ
り
浸
潤
し
を
る
か
ら
、
難

有
く
も
う
れ
し
く
も
感
じ
て
、
自
然
之
を
聞
ば
屹
度
成
佛
す
る
の
、
開
運
必

然
の
と
い
ふ
俗
信
を
生
じ
た
と
考
へ
る
。

　
　
　
　
　
　
三

　
扨
、
時
計
や
晴
雨
計
を
持
た
ぬ
所
で
は
、
草
木
を
觀
察
し
て
時
や
天
氣
を

察
知
し
た
例
多
し
。
朝
顏
・
晝
顏
・
夕
顏
等
、
其
名
の
如
く
其
時
に
開
き
、

西
洋
で
も
オ
シ
ロ
イ
花
を
、
開
く
時
に
因
ん
で
、
四
時
（
フ
オ
ワ
・
オ
ー
ク

ロ
ッ
ク
）
と
呼
ぶ
。
蒲
公
英
（
タ
ン
ポ
ポ
）
は
、
本
邦
で
朝
開
き
午
以
後
萎
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む
と
い
ふ
が
、
歐
洲
で
は
、
毎
朝
五
時
に
開
き
午
後
八
時
に
閉
る
か
ら
牧
童

の
時
計
と
し
、
又
、
晴
雨
計
た
り
。
晴
天
に
其
種
子
の
毛
が
展
開
し
、
雨
天

に
は
閉
ぢ
合
ふ
か
ら
だ
。
ア
ネ
モ
ネ
の
花
瓣
、
亦
雨
や
夜
の
前
に
捲
上
つ
て

睡
る
。
ル
リ
ハ
コ
ベ
は
雨
近
付
ば
必
ず
花
を
閉
ぢ
、
午
後
二
時
頃
定
つ
て
花

萎
む
か
ら
、
英
國
の
古
諺
に
、
其
徳
聞
き
盡
し
難
く
、
述
べ
盡
す
可
ら
ず
と

云
ひ
、
貧
者
の
晴
雨
計
と
俗
稱
さ
る
。
（Frind. op. cit vol. 

ⅰ, pp. 232, 3

37, 338; 

和
漢
三
才
圖
會
、
一
〇
二
、Folkard,

‘Plant Lore, Legends and 

Lyrics,

’ 1884, pp. 309, 494
）

　
明
治
卅
五
　
卅
七
年
の
間
だ
、
予
、
那
智
山
に
住
だ
内
、
屡
ば
コ
ア
カ
ソ

（
方
言
ガ
ニ
ク
サ
）
の
葉
は
、
夕
五
時
に
凋
れ
垂
る
と
き
ゝ
、
試
み
る
と
略

ぼ
然
り
だ
つ
た
。
ざ
つ
と
こ
ん
な
理
窟
で
、
知
ら
ぬ
昔
し
は
蓮
花
の
開
く
を
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見
て
、
時
刻
や
天
候
を
察
し
た
の
が
、
相
場
師
に
傳
は
り
、
其
祕
訣
が
忘
ら

れ
、
或
は
悉
く
信
ぜ
ら
れ
ぬ
に
迨
ん
だ
後
も
、
相
場
師
は
、
信
心
連
同
樣
、

靜
か
な
城
※
や
池
塘
に
早
起
し
て
往
き
、
蓮
花
の
開
く
音
を
聞
き
乍
ら
心
を

澄
し
、
落
ち
著
て
種
々
の
奇
計
神
策
を
煉
た
事
と
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
四

　
終
り
に
一
言
す
る
は
、
古
來
朱
門
を
蓮
花
に
准
え
た
事
で
、
例
え
ば
佛
説

祕
密
相
經
下
に
、

　
爾
時
、
世
尊
大
毗
盧
遮
那
如
來
、
讃
金
剛
手
菩
薩
摩
訶
薩
言
、
善
哉
善
哉

金
剛
手
、
汝
今
當
知
、
彼
金
剛
杵
住
蓮
花
上
者
、
爲
欲
利
樂
廣
大
饒
益
施
作
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諸
佛
最
勝
樂
、
是
故
於
彼
清
淨
蓮
華
之
中
、
而
金
剛
杵
住
於
其
上
、
乃
入
彼

中
、
發
起
金
剛
眞
實
持
誦
、
然
後
彼
金
剛
及
彼
蓮
華
二
事
相
撃
、
成
就
二
種

清
淨
乳
相
一
謂
金
剛
乳
相
、
二
謂
蓮
華
乳
相
、
於
二
相
中
出
生
一
大
菩
薩
善

妙
之
相
、
次
復
出
生
一
大
菩
薩
猛
惡
之
相
、
菩
薩
所
現
二
種
相
者
、
但
爲
調

伏
利
益
一
切
衆
生
、
由
此
出
生
一
切
賢
聖
、
成
就
一
切
殊
勝
事
業
な
ど
と
あ

つ
て
、
最
後
に

　
世
尊
大
毗
盧
遮
那
如
來
即
説
偈
曰
、
快
哉
妙
樂
無
首
上
、
諸
有
正
士
應
當

修
、
今
此
祕
密
妙
法
門
、
有
罪
染
者
不
應
受
、
祕
密
蓮
華
此
無
上
、
金
剛
嬉

戯
即
彼
法
、
金
剛
蓮
華
教
亦
然
、
總
攝
毗
盧
遮
那
智

　
と
あ
る
。
上
文
に
據
ば
金
剛
嬉
戯
は
和
合
出
生
之
義
だ
そ
う
な
。
歐
人
中

に
は
邦
俗
春
蘭
の
花
を
陰
陽
結
合
し
た
物
と
見
て
ヂ
イ
サ
ン
、
バ
ア
サ
ン
と
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唱
ふ
る
如
き
考
え
で
、
蓮
華
を
以
て
陰
陽
和
合
の
像
と
見
る
説
も
あ
る
。

（e, g.. W
estropp and W

ake,

‘A
ncient Sym

bol W
orship

’, N
ew

 Y
ork,

 1875, p. 73
）
然
し
上
に
引
た
經
説
も
あ
り
、
蓮
華
が
陰
唇
裏
に
花
心
を
見

す
る
状
を
呈
す
れ
ば
、
そ
の
陰
相
た
る
に
止
ま
り
、
陽
相
を
兼
具
せ
ざ
る
は

明
白
だ
。

　
　
　
　
　
　
五

　
蓮
花
を
陰
相
と
す
る
に
就
て
、
ま
だ
ま
だ
述
べ
き
事
多
き
も
、
紙
數
限
り

有
ば
之
を
略
し
、
聊
か
こ
の
人
身
の
蓮
花
の
開
く
聲
を
聞
く
民
俗
に
就
て
説

か
う
。
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蓋
し
西
洋
で
も
、
處
女
膜
を
處
女
花
と
唱
え
、
醫
法
學
上
破
素
行
爲
を
破

花
と
呼
ぶ
。
（Ellis,

‘Studies in the Psychology of Sex

’ vol. 

ⅴ, 138 

Phila., 1927
）

　
之
を
聽
た
記
事
は
、
先
づ
、
日
本
靈
異
記
中
に
、
聖
武
天
皇
の
御
世
、
大

和
國
十
市
郡
菴
地
村
の
大
富
人
鏡
作
連
の
女
、
萬
之
子
て
ふ
美
人
が
人
に
嫁

ぐ
、
其
夜
閨
内
有
音
而
言
痛
哉
三
遍
、
父
母
聞
之
、
相
談
曰
、
未
效
而
痛
、

忍
猶
寐
矣
、
明
曉
其
女
の
母
、
戸
を
叩
け
ど
答
へ
ず
、
開
き
み
れ
ば
、
頭
と

一
指
の
外
は
み
な
食
れ
有
た
と
出
づ
。

　
初
婚
に
新
婦
が
痛
哉
と
呼
ぶ
は
、
萬
里
同
風
で
、
笑
林
廣
記
一
に

　
一
秀
士
新
娶
、
夜
分
就
寢
、
問
於
新
婦
曰
、
吾
欲
雲
雨
、
不
知
娘
子
尊
意

允
否
、
新
人
曰
、
官
人
從
心
所
欲
、
士
曰
、
既
蒙
府
允
、
請
娘
子
展
股
開
肱
、

16蓮の花開く音を聽く事



學
生
無
禮
、
又
無
禮
矣
、
及
擧
及
、
新
婦
曰
、
痛
哉
痛
哉
、
秀
士
曰
、
徐
々

而
進
之
、
渾
身
泰
矣

　
と
、
同
書
三
に

　
有
寡
婦
嫁
人
而
索
重
聘
、
媒
曰
、
再
※
與
初
婚
不
同
、
誰
肯
出
此
高
價
、

婦
曰
、
我
還
是
處
子
、
未
曾
破
身
、
媒
曰
、
眼
見
嫁
過
人
做
孤
孀
、
那
箇
肯

信
、
婦
曰
、
我
寔
不
相
瞞
、
先
夫
陽
具
渺
少
、
故
外
面
半
截
、
雖
則
重
婚
、

裡
邊
其
寔
箇
處
子
。

　
と
。
實
際
破
膜
せ
ず
に
事
を
了
し
、
甚
し
き
は
姙
娠
す
る
も
あ
る
由
（El

lis, ut supr., p. 139

）
。
こ
ん
な
女
は
擧
事
の
際
、
半
分
痛
む
と
言
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
六

17



　
牡
丹
奇
縁
は
小
説
乍
ら
、
其
第
十
回
、
魏
玉
卿
が
學
生
中
、
隣
家
の
美
人

卞
非
雲
に
ほ
れ
、
合
格
授
職
の
後
、
そ
の
依
然
處
子
た
る
を
娶
る
敍
事
に
、

明
朝
時
代
の
新
婚
祕
俗
を
精
寫
し
あ
る
故
、
手
當
り
次
第
、
相
似
た
諸
國
の

事
例
と
駢
べ
て
寫
し
出
そ
う
。

云
く
。

　
玉
卿
便
把
双
手
、
抱
腰
忙
扶
上
綉
榻
解
衣
之
際
、
見
燭
火
明
亮
、
只
見
得

皓
體
呈
輝
並
無
毫
毛
點
云
々
。

　
　
玉
卿
は
曾
て
卞
家
の
婢
を
頼
ん
で
、
非
雲
の
裸
浴
を
覗
い
た
事
あ
る
か

　
　
ら
、
粗
ぼ
其
樣
子
を
知
り
居
た
筈
だ
が
、
埃
及
の
回
徒
に
在
て
は
、
新

　
　
婚
の
夜
、
新
夫
が
新
婦
の
顏
を
初
め
て
見
る
直
前
、
顏
見
せ
料
若
干
錢
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を
渡
し
、
さ
て
否
が
る
の
を
強
て
其
顏
を
露
は
し
視
て
「
神
樣
辱
け
な

　
　
い
、
今
夜
お
目
出
た
う
」
と
祝
う
と
、
新
婦
も
お
目
出
た
う
と
祝
う
。

　
　
さ
て
壻
が
嫁
の
衣
を
剥
ぎ
、
襦
袢
裸
に
し
て
其
下
部
を
展
げ
、
其
上
で

　
　
行
な
ふ
の
だ
。
（Lane,

‘The M
odern Egyptians, 1860,

’ Everym

　
　an's Library ed., p. 177

）

　
　
大
和
物
語
に
、
内
舍
人
な
り
け
る
人
、
大
三
輪
の
御
幣
使
に
大
和
國
に

　
　
下
り
、
井
手
邊
で
、
美
し
い
女
兒
が
抱
れ
て
一
行
を
み
る
を
認
め
て
、

　
　
呼
寄
せ
み
る
と
末
恐
ろ
し
い
尤
物
だ
つ
た
か
ら
、
ゆ
め
異
男
し
給
ふ
な

　
　
我
に
會
ひ
給
へ
、
大
に
な
り
給
は
ん
程
に
參
り
こ
ん
と
、
一
件
の
豫
約

　
　
し
、
之
を
形
見
に
し
給
へ
と
て
、
帶
を
解
て
取
せ
、
其
兒
の
帶
を
取
て

　
　
去
た
。
女
兒
は
其
時
六
七
歳
だ
つ
た
が
、
其
事
を
忘
れ
ず
、
男
は
多
情

19



　
　
の
者
で
す
ぐ
忘
れ
了
つ
た
。
爾
來
七
八
年
し
て
其
女
兒
十
四
五
歳
に
な

　
　
り
、
昨
今
の
紅
葉
然
と
色
付
て
き
た
時
、
其
男
復
た
同
じ
役
目
で
、
同

　
　
じ
所
に
宿
つ
た
と
ま
で
有
て
、
跡
は
蝱
が
尻
に
留
つ
た
如
く
、
闕
文
と

　
　
は
殘
念
だ
。

　
　
然
し
南
方
大
士
、
龍
猛
直
傳
の
神
通
も
て
洞
知
す
る
に
此
女
は
昔
の
約

　
　
束
を
忘
れ
ず
、
男
の
帶
を
後
世
大
事
と
肌
に
卷
き
、
其
一
端
を
彼
處
に

　
　
插
込
み
を
り
、
君
な
ら
ず
し
て
誰
か
解
べ
き
と
、
摺
り
付
け
ら
れ
て
男

　
　
も
氣
が
付
き
、
慾
火
難
禁
一
丈
高
、
直
ち
に
其
帶
を
解
て
一
儀
に
及
ば

　
　
ん
と
し
た
が
、
前
年
取
去
た
女
の
帶
を
示
さ
ぬ
内
は
、
雨
風
吹
け
ど
も

　
　
ま
だ
解
ぬ
〳
〵
ナ
ン
テ
一
首
よ
ん
だ
と
云
ふ
樣
な
咄
で
有
た
ら
う
。
コ

　
　
イ
ツ
は
餘
り
ア
テ
に
成
ぬ
が
、
較や
や
似
た
事
が
古
羅
馬
に
在
て
、
新
夫
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が
新
婦
と
營
生
す
る
に
は
、
必
ず
先
づ
新
婦
の
帶
を
極
め
て
解
け
難
く

　
　
結
ん
だ
、
所
謂
ヘ
ル
ク
レ
ス
結
び
を
解
き
果
す
を
要
し
た
。
今
も
ア
ン

　
　
ヂ
ラ
で
は
（
と
知
た
振
で
書
く
も
の
の
地
圖
を
搜
し
て
も
ど
こ
か
分
ら

　
　
ず
）
侍
女
が
新
婦
の
下
紐
を
小
六
か
し
く
結
ん
だ
七
つ
の
節
を
解
か
ぬ

　
　
内
は
、
い
く
ら
あ
せ
つ
て
も
新
夫
が
幹
事
し
初
め
得
ぬ
（W

ester m
ar

　
　ck,

‘The H
istory of H

um
an M

arriage,

’ 5th ed., 1925, vol. 

ⅱ, p. 

　
　465

）
。

此
時
玉
卿
蕩
魂
意
迷
、
耐
不
住
、
云
々
、
非
雲
哀
聲
喚
痛
、
※
髮
倶
鬆
、
云

々
。

　
　
初
婚
に
新
婦
が
痛
と
喚
ぶ
は
萬
里
同
風
な
る
は
上
に
述
た
。
鬆
は
髮
亂

　
　
と
康
熙
字
典
に
出
づ
。
爰
に
は
非
雲
が
新
夫
に
抗
し
て
髮
亂
れ
た
と
し

21



　
　
た
ら
し
い
が
、
外
骨
氏
説
に
、
本
邦
古
畫
に
亂
髮
の
女
が
露
身
せ
る
は
、

　
　
之
を
下
敷
き
に
し
て
行
ふ
た
體
多
し
と
、
有
た
と
記
臆
す
。
モ
ロ
ッ
コ

　
　
の
諸
部
族
、
多
く
は
新
婦
亂
髮
で
帶
な
し
に
新
夫
の
室
に
來
り
、
ス
ラ

　
　
ヴ
諸
民
も
亦
新
婦
は
髮
を
亂
し
、
波
蘭
の
或
部
分
で
は
新
夫
が
新
婦
の

　
　
編
髮
を
解
く
と
い
ふ
（W

esterm
arck, upi supra

）

非
雲
掙
出
一
身
冷
汗
、
氣
力
已
竭
、
云
々
。

　
　
法
苑
珠
林
九
二
に
、
晉
の
武
都
の
太
守
李
仲
文
、
在
都
中
十
八
歳
の
娘

　
　
死
せ
る
を
假
葬
し
た
、
後
ち
仲
文
官
を
や
め
、
張
世
之
が
代
つ
た
、
其

　
　
子
字
は
子
長
、
年
二
十
、
侍
徒
在
厩
中
」
は
底
本
で
は
「
厩
中
」
﹈
夢

　
　
一
女
（
仲
文
の
死
女
）
年
可
十
七
八
、
顏
色
不
常
、
自
言
前
府
君
女
、

　
　
不
幸
早
亡
、
會
今
當
更
生
、
心
相
愛
樂
、
故
來
相
就
、
如
此
五
六
夕
、
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忽
然
晝
見
、
衣
服
薫
香
殊
絶
、
遂
爲
夫
妻
寢
息
、
衣
皆
有
汗
如
處
女
と

　
　
あ
る
。
處
女
が
新
枕
の
節
、
全
身
に
汗
を
か
く
者
か
。
此
事
を
續
南
方

　
　
隨
筆
七
八
頁
に
記
し
た
の
を
見
て
、
北
京
大
學
の
誰
か
ゞ
、
オ
レ
イ
ク

　
　
ワ
モ
ス
て
ふ
戯
號
で
、
汗
で
無
て
汙
だ
、
破
素
の
出
血
で
衣
が
み
な
汙

　
　
れ
た
事
だ
と
示
さ
れ
た
。
然
し
、
恐
悕
し
て
破
身
の
際
一
身
よ
り
冷
汗

　
　
を
出
す
は
、
牡
丹
奇
縁
の
記
事
に
も
あ
り
、
源
語
源
氏
が
紫
の
上
と
新

　
　
枕
の
條
に
も
「
思
ひ
の
外
に
心
う
く
こ
そ
お
は
し
け
れ
な
、
人
も
い
か

　
　
に
怪
し
と
思
ふ
ら
ん
と
て
、
御
衣
を
引
や
り
給
へ
ば
、
汗
に
押
浸
し
て

　
　
額
髮
も
い
た
う
ぬ
れ
給
へ
り
」
と
有
ば
、
汗
と
み
る
方
宜
し
か
ら
う
と

　
　
思
ふ
。

　
　
明
治
廿
二
年
、
米
國
ミ
ン
ガ
ン
州
ア
ナ
バ
ー
市
で
、
松
平
康
國
氏
に
聽
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た
は
、
岡
本
保
孝
極
貧
乍
ら
藏
書
甚
だ
富
り
（
一
旦
家
計
迫
つ
て
止
む

　
　
を
得
ず
書
籍
只
一
箱
を
賣
た
と
云
か
ら
、
其
で
は
何
の
足
し
に
も
成
ま

　
　
じ
、
何
程
の
價
の
物
ぞ
と
問
ふ
と
、
た
つ
た
千
兩
と
の
答
え
に
、
聞
た

　
　
人
仰
天
し
た
、
常
に
傘
を
吊
下
げ
雨
洩
り
を
禦
い
で
讀
書
し
た
と
。
此

　
　
事
逸
聞
ら
し
い
か
ら
、
忘
れ
ぬ
内
に
書
留
め
お
く
）
。
其
著
難
波
二
に

　
　
狹
衣
物
語
卷
一
上
、
う
と
ま
し
か
り
つ
る
か
し
ら
つ
き
に
慣
つ
ら
ん
か

　
　
し
と
思
へ
ば
、
猶
心
つ
き
無
れ
ど
云
々
、
物
き
た
な
く
、
疑
は
し
か
り

　
　
つ
る
祷
り
の
師
の
、
心
清
き
も
見
顯
は
し
て
は
（
是
は
狹
衣
大
將
の
御

　
　
意
に
、
初
に
は
飛
鳥
井
姫
君
を
疑
ひ
て
、
威
儀
師
に
親
し
く
慣
れ
つ
ら

　
　
ん
と
思
し
た
る
が
、
左
に
は
非
り
け
り
と
思
し
う
る
事
の
有
し
也
）
。

　
　
取
替
ば
や
物
語
卷
四
、
い
か
な
り
け
る
事
ぞ
と
、
な
ま
心
お
と
り
も
し
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ぬ
べ
き
事
ぞ
ま
じ
り
た
る
や
、
大
臣
の
あ
な
が
ち
に
も
て
離
れ
、
有
ぬ

　
　
樣
に
も
て
な
し
ゝ
も
斯
て
な
り
け
り
云
々
。
む
げ
に
淺
墓
な
る
若
き
人

　
　
達
な
ど
に
や
有
む
と
、
口
惜
け
れ
ど
（
是
は
帝
の
内
侍
督
に
忍
び
て
遇

　
　
給
へ
る
時
に
、
世
慣
て
有
し
を
思
し
わ
く
事
の
有
と
、
か
く
思
し
め
す

　
　
也
）
と
あ
る
。
（
西
鶴
の
武
道
傳
來
記
六
の
二
に
、
天
正
中
伊
豫
の
合

　
　
戰
に
討
死
し
た
人
の
幼
女
を
護
つ
て
東
都
に
立
退
た
忠
臣
が
七
十
餘
歳

　
　
に
な
り
、
二
八
ば
か
り
に
成
長
し
た
故
主
の
娘
は
諸
人
の
執
心
う
た
て

　
　
く
、
表
て
向
き
夫
婦
同
樣
に
暮
し
居
た
。
一
夜
、
身
に
誤
り
の
な
き
事

　
　
は
後
日
に
相
知
る
ゝ
御
事
な
り
。
…
…
此
美
女
御
寵
愛
の
う
ち
、
な
ほ

　
　
〳
〵
身
の
曇
を
去
て
、
月
の
都
の
只
中
に
住
玉
ひ
ぬ
と
あ
る
。
後
日
に

　
　
相
知
る
ゝ
御
事
、
又
御
枕
の
う
ち
身
の
曇
り
去
る
と
は
處
女
膜
が
彼
の
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御
ン
事
に
御
寵
愛
の
其
夕
べ
ま
で
嚴
存
せ
し
を
指
た
の
だ
）
。

　
　
皮
想
の
見
解
の
輩
は
、
處
女
膜
の
存
否
を
、
男
を
知
た
か
否
の
試
金
石

　
　
の
如
く
主
張
す
る
が
、
既
に
支
那
の
小
説
金
瓶
梅
二
五
回
に
も
、
女
兒

　
　
が
鞦
韆
よ
り
滑
つ
て
、
板
に
一
件
を
す
り
付
け
損
じ
た
、
後
ち
人
に
嫁

　
　
が
し
む
る
と
、
是
は
素
女
で
な
い
と
て
逐
歸
さ
れ
た
話
あ
り
。
種
々
の

　
　
怪
我
と
病
氣
又
幼
少
よ
り
指
を
入
て
洗
ふ
爲
に
、
早
く
此
膜
を
失
ふ
事

　
　
多
く
、
又
膜
の
性
質
に
よ
り
度
々
交
會
し
て
も
破
れ
ざ
る
あ
り
。
甚
し

　
　
き
は
姙
娠
せ
る
に
膜
全
た
き
も
、
一
双
の
朱
唇
萬
客
嘗
る
遊
女
で
、
膜

　
　
破
れ
ぬ
も
あ
る
（
〔Tardieu, Etude M

e'dicole'gale sur les A
ttentats 

　
　aux M

oe&
urs Pars

〕, 1859, pp. 52
　58; Ellis, op. cit vol. 

ⅴ, p. 13

　
　9

）
。
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故
に
處
女
膜
の
存
否
は
、
曾
て
男
と
關
係
し
た
、
し
な
い
を
證
明
せ
ず
。

　
　
西
諺
に
、
空
を
飛
ぶ
鷲
と
、
岩
を
這
ふ
蛇
と
、
大
海
を
渡
る
船
と
、
男

　
　
が
入
れ
た
此
四
つ
の
跡
は
知
れ
難
い
と
は
十
分
の
道
理
あ
り
（M

ouch

　
　ot,

‘D
ictionnaire de l'A

m
our,

’ Troyes, 1811, p. 21

）
。

　
　
大
迦
葉
尊
者
妙
賢
女
を
娶
り
、
共
に
清
淨
行
を
修
む
る
事
十
二
年
、
迦

　
　
葉
佛
弟
子
と
爲
て
妙
賢
は
無
衣
外
道
に
歸
し
、
其
端
正
無
比
な
る
が
故

　
　
に
、
五
百
無
衣
外
道
に
犯
さ
る
。
後
ち
迦
葉
、
妙
賢
が
王
舍
城
に
來
る

　
　
に
逢
ひ
、
其
容
貌
の
變
れ
る
を
み
て
、
既
に
破
素
さ
れ
た
と
知
た
（Sc

　
　hieffiner,

‘Tibetan Tales,

’ 1906, p. 203

）

　
　
好
色
五
人
女
一
の
三
に
、
清
十
郎
、
女
共
が
獅
子
舞
見
に
、
立
去
た
幕

　
　
の
内
で
お
夏
と
戯
れ
た
後
ち
、
一
同
伴
て
姫
路
に
歸
る
、
「
思
ひ
な
し
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か
、
は
や
お
夏
腰
付
き
扁
た
く
な
り
ぬ
」
と
あ
る
が
、
五
百
人
に
も
し

　
　
ら
れ
た
ら
、
姿
で
分
る
は
知
れ
た
事
、
お
夏
は
「
其
年
十
六
ま
で
、
男

　
　
の
色
好
で
、
今
も
定
ま
る
縁
も
な
し
」
と
あ
る
か
ら
、
其
時
ま
で
素
女

　
　
だ
つ
た
か
、
甚
だ
疑
は
し
く
、
腰
付
き
扁
た
く
成
た
は
、
幕
の
内
で
の

　
　
早
業
に
疲
れ
て
か
、
破
素
さ
れ
た
徴
候
か
、
判
然
せ
ぬ
。
凡
て
素
女
を

　
　
識
る
の
法
、
煩
は
し
き
ま
で
世
に
傳
ふ
る
が
、
多
く
は
奇
怪
で
實
行
難

　
　
く
、
要
は
甲
斐
で
み
る
よ
り
駿
河
一
番
、
額
髮
も
い
た
う
ぬ
れ
る
程
な

　
　
ら
、
先
は
素
女
と
推
尊
し
て
可
な
り
と
惟
ふ
。

玉
卿
亦
覺
忍
耐
不
住
。
便
即
披
靡
而
泄
矣
、
取
出
羅
帕
視
之
、
只
見
猩
紅
亂

點
、
遂
呼
侍
婢
藏
之
笥
匣
、
原
來
此
晩
、
他
二
人
叙
話
、
至
雲
雨
之
際
、
了

音
婉
娘
小
玉
（
玉
卿
の
三
妾
）
倶
在
房
外
、
窺
听
前
々
後
々
、
無
不
聽
説
、
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云
々
。

　
　
明
治
十
二
年
頃
、
紀
州
日
高
郡
の
一
村
に
住
だ
予
の
從
兄
が
、
二
里
程

　
　
距
つ
た
村
よ
り
妻
を
迎
へ
た
。
當
日
午
後
、
予
の
叔
父
が
、
他
數
人
を

　
　
率
ひ
、
嫁
を
伴
ひ
、
件
く
だ
んの
村
え
來
る
途
上
、
諸
村
の
男
女
老
若
道
側
に

　
　
待
受
け
、
爭
う
て
嫁
の
顏
に
近
付
き
、
覗
き
、
騷
き
が
烈
し
く
て
、
叔

　
　
父
は
殆
ん
ど
死
ぬ
る
思
ひ
を
な
し
た
と
語
つ
た
。
そ
れ
は
其
で
よ
い
と

　
　
し
て
、
さ
て
、
其
夜
お
定
り
の
床
盃
が
す
み
、
彌
よ
嫁
御
が
死
ぬ
る
段

　
　
に
成
て
、
叔
父
が
較や
や
遠
方
か
ら
偵
が
ふ
と
、
怪
し
む
べ
し
、
新
夫
婦

　
　
の
み
籠
つ
た
新
築
の
離
れ
屋
の
、
ぐ
る
り
の
石
垣
に
、
幾
ら
と
も
な
く

　
　
横
さ
ら
ふ
角
鹿
の
蟹
樣
の
物
が
取
付
き
這
廻
る
。
近
く
往
て
み
る
と
、

　
　
其
村
は
勿
論
、
小
山
を
一
里
ば
か
り
越
た
他
村
の
者
共
迄
、
其
離
れ
屋
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を
取
卷
き
耳
を
側
立
て
、
屋
内
の
音
を
聽
く
の
で
、
慓
悍
な
輩
は
小
川

　
　
を
渉
り
、
石
垣
を
攀
ぢ
付
て
爭
ひ
聽
き
、
交
る
〳
〵
下
り
歸
つ
て
、
今

　
　
の
息
は
長
か
つ
た
、
是
か
ら
ど
う
す
る
ら
し
い
と
、
俟
ち
構
え
た
群
衆

　
　
に
報
じ
誇
る
、
中
に
は
六
十
過
た
老
人
も
少
な
く
無
つ
た
と
、
叔
父
が

　
　
予
に
語
つ
た
。

　
　
又
、
那
賀
那
の
某
村
に
「
山
吹
も
巴
も
み
え
ぬ
木
曾
路
哉
」
て
ふ
、
山

　
　
吹
に
も
劣
ら
ぬ
勇
婦
が
有
た
。
そ
れ
が
嫁
入
た
當
夜
、
擧
村
聽
き
に
往

　
　
く
と
、
久
し
く
闃
と
し
て
聲
無
つ
た
が
、
初
夜
過
る
頃
、
新
婦
の
聲
が

　
　
明
月
と
共
に
澄
み
渡
つ
て
、
ハ
ー
ヱ
ー
と
聽
え
、
さ
て
曉
近
く
成
る
迄

　
　
も
一
聲
を
聞
ず
。
多
分
件
く
だ
んの
嬌
音
と
倶
に
寢
入
て
了
つ
た
ら
し
い
と
の

　
　
噂
、
そ
れ
よ
り
其
女
を
ハ
ー
ヱ
ー
の
某
樣
と
崇
め
、
新
婦
の
典
型
と
仰
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が
れ
居
た
。
ハ
ー
は
心
の
眞
底
か
ら
出
る
感
動
詞
、
ヱ
ー
は
善
い
の
義
、

　
　
あ
ら
嬉
し
や
、
う
ま
し
を
と
こ
に
遇
ひ
ぬ
な
ど
長
く
言
ず
、
夜
の
九
時

　
　
に
及
ん
だ
駒
鳥
の
如
く
、
た
だ
一
聲
し
て
輒
ち
已
だ
は
、
勇
婦
の
最
期

　
　
ぞ
潔
よ
き
。
話
休
饒
舌
、
廣
文
庫
二
册
に
屠
龍
工
隨
筆
を
引
て
云
く
、

　
　
犬
張
子
に
は
汚
穢
の
物
を
入
る
ゝ
事
と
も
云
ひ
、
諸
禮
者
流
に
は
、
小

　
　
さ
き
小
袖
な
ど
を
入
て
、
兒
の
守
り
也
と
云
て
、
取
と
め
た
る
説
も
無

　
　
き
に
、
彼
の
火
酢
芹
命
の
御
子
孫
、
隼
人
等
、
御
垣
を
守
り
て
狗
吠
す

　
　
る
よ
り
事
發
り
て
、
内
裏
に
は
狛
犬
据
ら
れ
、
后
宮
御
方
に
も
、
又
こ

　
　
ま
犬
の
あ
る
事
、
清
少
納
言
が
記
し
、
夫
れ
に
隨
ひ
て
、
狗
の
顏
し
た

　
　
る
張
子
を
翫
び
と
出
來
た
る
を
、
女
の
方
に
傳
え
て
、
嬌
め
き
た
る
翫

　
　
具
と
な
り
し
。
又
幼
き
兒
に
、
紅
晴
を
付
る
を
犬
の
子
と
い
ひ
、
兒
の
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泣
く
を
犬
の
子
〳
〵
と
て
す
か
す
も
、
其
心
ば
へ
成
べ
し
と
。
是
で
は

　
　
混
雜
千
萬
で
何
の
事
か
分
ら
ず
。
「
類
聚
名
物
考
」
に
は
溺
器
の
樣
記

　
　
し
あ
れ
ど
、
陶
製
の
物
有
た
と
聞
ぬ
。
日
本
百
科
大
辭
典
を
見
る
に
、

　
　
同
じ
犬
張
子
の
名
で
異
製
異
用
の
者
が
種
々
有
た
ら
し
い
。
大
英
博
物

　
　
館
に
在
た
日
、
張
子
製
に
金
銀
泥
や
碧
朱
燦
爛
と
彩
色
し
た
物
有
て
、

　
　
書
籍
を
調
べ
て
も
何
の
用
に
宛
た
か
判
ら
ず
。
書
上
げ
に
困
ん
だ
所
え
、

　
　
津
田
三
郎
氏
（
海
軍
大
佐
、
日
露
戰
爭
前
に
伯
林
で
客
死
す
）
が
來
り
、

　
　
ダ
カ
ラ
學
者
は
世
間
に
通
ぜ
ぬ
、
是
は
新
婚
の
夜
、
「
シ
ル
シ
」
の
血

　
　
を
拭
ふ
た
紙
を
入
れ
お
き
、
翌
日
、
父
母
舅
姑
が
、
蓋
を
取
て
檢
視
す

　
　
る
物
だ
と
教
え
ら
れ
た
の
で
、
ン
ナ
ー
ル
程
と
へ
こ
た
れ
、
そ
れ
か
ら

　
　
又
、
例
の
東
西
の
諸
例
を
引
合
せ
て
、
出
來
る
だ
け
長
文
を
認
め
、
大
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分
お
禮
を
受
た
。
近
年
ま
で
紀
州
串
本
港
で
は
、
漆
器
の
匣
を
婚
夜
、

　
　
新
婦
と
倶
に
壻
方
え
屆
け
お
き
、
翌
朝
壻
方
よ
り
返
し
來
る
を
、
嫁
の

　
　
母
が
檢
し
て
、
安
心
又
は
心
配
す
る
習
ひ
だ
つ
た
。
所
謂
「
わ
れ
た
の

　
　
が
お
里
え
響
く
お
め
で
た
さ
」
だ
。
「
女
用
訓
蒙
圖
彙
」
上
に
は
、
犬

　
　
張
子
一
双
を
雛
道
具
の
次
に
圖
す
。
雛
遊
は
本も
と
女
子
に
、
成
人
後
、

　
　
人
の
妻
た
り
、
母
た
る
道
を
學
ば
し
め
た
戯
れ
（
骨
董
集
上
編
下
前
。

　
　
日
次
紀
事
、
三
月
三
日
の
條
。
昔
々
物
語
合
考
）
、
故
に
新
婚
の
當
夜

　
　
迄
、
素
女
た
り
し
を
證
す
る
に
必
要
な
犬
張
子
を
其
道
具
中
に
入
れ
た

　
　
の
を
女
兒
共
に
問
れ
て  

白    
地  

あ
か
ら
さ
ま

に
説
明
し
難
く
、
守
り
の
厭
勝
の
と

　
　
種
々
牽
強
し
た
の
で
、
之
を
犬
形
に
し
た
は
、
辟
邪
の
爲
た
る
事
、
舊

　
　
説
通
り
だ
ら
う
。
牝
牡
二
匹
を
置
く
は
、
壻
が
吾
れ
嫁
を
破
素
し
た
と
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い
ふ
に
、
嫁
は
さ
れ
な
ん
だ
と
云
爭
ふ
樣
な
時
、
檢
證
の
爲
に
、
双
方

　
　
の
身
を
拭
う
た
物
を
、
各
別
に
收
め
置
く
を
必
要
と
し
た
に
因
る
。
佛

　
　
説
に
も
、
比
丘
有
て
入
舍
衞
城
、
次
行
乞
食
、
至
一
家
、
有
一
女
人
、

　
　
語
比
丘
言
、
作
是
事
來
、
答
言
我
比
丘
法
、
不
得
作
是
事
、
女
人
言
、

　
　
若
不
作
是
事
者
、
我
當
自
傷
破
身
、
大
喚
言
比
丘
強
牽
我
行
欲
、
云
々

　
　
と
あ
る
（Tardicu, op. cit., p.52; 

摩
訶
僧
祇
律
二
四
）
。
（
古
今
圖

　
　
書
集
成
。
禮
儀
典
三
六
、
牲
理
三
書
圖
解
、
男
女
初
婚
今
俗
人
家
女
之

　
　
母
同
入
房
、
以
果
酒
禮
壻
、
而
用
素
帛
一
幅
置
之
壻
袖
中
謂
之
交
親
、

　
　
壻
拜
受
之
、
厥
明
以
驗
女
之
貞
潔
其
則
有
傳
示
於
人
者
、
今
江
淮
多
用

　
　
之
、
雖
士
大
夫
亦
有
所
不
能
變
者
蓋
淪
於
塵
俗
而
莫
之
覺
也
、
其
爲
可

　
　
噌
甚
矣
、
寧
不
有
玷
於
風
教
乎
、
と
あ
る
が
此
書
の
出
來
た
以
前
に
此
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物
の
記
事
は
無
い
物
に
や
）
。

　
　
　
　
　
　
七

　
此
の
明
俗
紀
事
と
對
照
す
る
爲
に
、
埃
及
回
教
徒
の
新
婚
紀
事
を
譯
出
せ

う
。

　
先
づ
、
若
嫁
が
、
十
目
の
透
視
し
得
ざ
る
覆
面
を
被
つ
て
、
供
人
に
衞
ら

れ
、
町
内
の
重
立
た
處
々
を
練
り
歩
く
。
其
間
だ
、
供
人
は
盛
裝
喧
噪
し
て

珍
妙
に
唄
ひ
踊
り
續
け
る
。
漸
く
一
行
が
壻
の
門
に
著
く
と
、
家
内
の
人
々

迎
え
て
、
嫁
を
覆
面
の
儘
慇
懃
に
座
敷
に
導
く
と
、
婚
式
は
濟
み
乍
ら
「
ま

だ
顏
も
み
ず
摩
羅
の
待
ち
だ
て
」
と
よ
み
出
さ
う
な
壻
が
待
ち
を
る
。
座
敷
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の
眞
ん
中
に
は
、
善
盡
し
美
盡
し
た
る
寢
牀
あ
り
。
父
母
又
は
其
位
に
當
る

人
々
が
、
嫁
を
寢
牀
の
中
央
に
直
立
せ
し
め
、
外
面
嚴
格
、
内
心
怡
悦
の
壻

が
い
と
鹿
爪
ら
し
く
嫁
の
覆
面
を
除
く
。
凡
て
回
徒
は
よ
く
感
情
を
押
え
て

露
は
さ
ゞ
る
故
、
初
め
て
嫁
の
顏
を
み
て
も
、
滿
足
し
た
と
も
、
失
望
し
た

と
も
、
本
人
外
に
は
識
れ
難
い
。
こ
の
覆
面
取
り
除
け
の
際
、
壻
と
嫁
の
外

に
座
敷
に
あ
る
は
、
嫁
の
兄
弟
と
父
の
み
だ
。
さ
て
、
各
の
引
退
き
、
戸
を

閉
た
後
ち
、
其
役
目
の
刀
自
が
來
て
、
指
も
て
手
際
よ
く
嫁
の
素
を
破
り
、

布
に
其
血
を
受
て
、
其
婦
徳
に
過
ち
無
り
し
を
壻
に
示
す
。
時
と
し
て
、
壻

が
刀
自
に
信
頼
せ
ず
、
自
ら
之
を
行
ふ
事
あ
り
。
其
場
合
に
は
、
嫁
の
近
親
、

乃
ち
其
父
母
と
、
既
に
嫁
入
た
※
妹
が
婚
室
の
戸
外
に
在
て
、
事
の
成
行
き

を
案
じ
ま
ち
、
少
し
の
聲
だ
に
遁
さ
じ
と
、
耳
を
聳
だ
て
菊
の
花
と
く
る
。
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嫁
が
泣
出
す
と
、
母
や
※
妹
は
之
を
勇
め
、
父
や
兄
弟
は
叱
り
咎
む
る
。
作

業
遲
々
た
る
時
は
、
是
等
の
隱
れ
た
見
物
人
が
、
壻
を
難
じ
、
嫁
の
母
、
臆

面
も
な
く
室
に
侵
入
し
て
、
世
話
を
や
く
に
及
ぶ
。
さ
て
彌
よ
事
終
れ
ば
、

壻
揚
々
と
し
て
血
染
の
布
を
示
し
、
め
で
た
い
〳
〵
と
祝
を
受
け
、
一
同
安

心
し
て
新
夫
婦
を
共
棲
せ
し
む
と
あ
る
。
上
埃
及
で
は
、
新
夫
が
舅
に
、
新

婦
は
素
女
で
な
い
と
告
る
と
、
舅
は
新
婦
を
殺
し
、
其
屍
を
ニ
ル
河
に
投
入

る
。
ア
ラ
ブ
人
は
最
多
く
、
經
行
未
だ
到
ら
ざ
る
に
婚
姻
す
。
九
歳
十
歳
の

女
は
、
刀
自
之
を
破
り
、
十
三
歳
の
女
は
壻
に
破
ら
る
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

プ
ル
で
は
、
新
夫
其
得
手
物
で
新
婦
を
破
素
す
。
但
し
、
男
精
と
女
血
の
混

ず
る
を
忌
む
に
よ
り
、
刀
自
二
人
男
の
側
に
あ
り
、
事
畢
る
に
臨
み
、
男
を

曳
き
退
け
外
に
泄
さ
し
む
と
。
十
六
世
紀
ま
で
、
西
班
牙
で
は
、
新
婦
の
血
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染
の
布
を
、
窓
よ
り
公
示
し
、
そ
の
素
女
た
り
し
由
を
高
聲
に
廣
告
し
た

（
〔C

om
bes, V

oyage en E'gypte, etc., Paris, 1846, pp. 60

　63; G
odard

,

‘E'gypte et Palestine,

’ Paris, 1867, p. 83; B
rantom

e, 

‘Les D
am

es 

G
alantes,

’ les discours

〕
）
。

　
古
羅
馬
人
は
新
婚
の
直
前
と
翌
旦
新
婦
の
頸
を
同
じ
糸
で
卷
き
試
み
、
其

周
り
が
變
ら
ね
ば
、
此
女
は
曾
て
破
素
さ
れ
た
者
と
知
り
、
頸
が
夜
の
内
に

太
く
成
て
糸
が
足
ね
ば
、
昨
夜
ま
で
素
女
だ
つ
た
と
判
じ
、
其
糸
を
ヴ
エ
ヌ

女
神
に
献
じ
、
又
血
付
の
布
を
も
献
じ
た
。

　
印
度
で
は
、
婚
夜
の
翌
旦
、
所
謂
歡
喜
衣
を
衆
に
示
し
て
一
同
祝
ひ
、
ト

ウ
ゴ
國
の
フ
オ
人
は
、
婚
夜
の
翌
旦
、
夜
前
用
ひ
し
褥
を
新
妻
の
母
に
贈
り
、

血
點
無
れ
ば
、
舅
姑
が
姦
夫
を
探
り
出
す
を
要
し
、
南
米
の
ユ
ラ
カ
ラ
人
は
、
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新
婚
の
血
衣
を
誇
り
か
に
持
ち
廻
る
等
々
、
種
々
の
例
多
け
れ
ど
、
大
抵
似

た
者
だ
か
ら
、
是
だ
け
で
止
め
る
（M

eyer,

‘Sexual Life in A
ncient Indi

a,

’ 1930. vol. 

ⅰ, p. 43

）
。
一
々
書
添
て
ゐ
な
い
が
、
血
を
檢
す
る
例
は
、

多
く
開
花
の
音
を
聽
く
風
と
伴
う
た
者
だ
ら
う
。

　
最
後
に
尤
も
無
類
の
珍
談
と
い
ふ
は
、
南
宋
の
洪
邁
の
夷
堅
丁
志
十
五
に
、

晁
端
揆
居
京
師
、
悦
里
中
少
婦
流
眄
寄
情
、
未
能
諧
偶
、
婦
忽
乘
夜
來
挽
衣

求
共
被
、
晁
大
喜
、
未
明
索
去
、
留
之
、
不
可
、
曰
如
是
得
無
畏
家
人
知
乎
、

既
去
、
　
褥
間
餘
血
涴
迹
亦
莫
知
所
以
、
然
越
三
日
過
其
間
聞
哭
聲
扣
隣
人

曰
、
少
婦
因
産
而
死
今
三
日
矣
、
晁
掩
涕
而
歸
。

　
女
は
よ
く
ウ
ソ
を
い
ふ
が
、
死
に
ま
す
〳
〵
と
言
は
ず
、
是
ぞ
眞
實
際
は

死
ぬ
る
序
に
血
を
出
し
て
、
新
婚
氣
分
で
悦
ば
せ
や
ら
ん
と
、
今
は
の
き
わ
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に
男
の
情
に
報
い
た
る
、
合
理
化
的
の
捨
て
物
利
用
、
う
れ
し
い
と
も
氣
の

毒
と
も
思
ふ
た
事
だ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ル
メ
ン
、
昭
和
十
年
一
月
、
第
四
卷
第
一
號
）

40蓮の花開く音を聽く事



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
南
方
熊
楠
全
集
第
六
卷
　
〔
文
集
※
﹇
＃
ロ
ー
マ
数
字2

、1-13-

22

﹈
〕
」
乾
元
社

　
　
　1952

（
昭
和27

）
年4

月30

日
発
行

初
出
：
「
ド
ル
メ
ン
　
第
四
卷
第
一
號
」

　
　
　1935

（
昭
和10
）
年1
月

※
誤
植
を
疑
っ
た
箇
所
を
、
「
南
方
熊
楠
全
集
　
第
五
巻
」
平
凡
社
、1972

（
昭
和47

）
年11

月24

日
発
行
の
表
記
で
確
認
し
ま
し
た
。

入
力
：
小
林
繁
雄

校
正
：
フ
ク
ポ
ー
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2017

年11

月24

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w

w
.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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